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アルカリ金属添加による Cu(In,Ga)Se2

（CIGS）太陽電池の性能向上メカニズム解明

は、この分野において長年の研究課題である。 

近年、カリウム（K）を皮切りに、ルビジウ

ム（Rb）やセシウム（Cs）の添加によって CIGS

太陽電池の変換効率が更新されている[1-3]。現

在、Naや Kの効果については比較的多くの報

告例が参照可能だが、Rbや Csの効果に関する

報告はまだ比較的少ない[2-4]。そこで、我々は

Rb 添加効果について検証してきた。フッ化ル

ビジウム（RbF）のポストデポジショントリー

トメント（PDT）によって CIGS薄膜表面に特

異な構造が観察されるほか、Rbは膜中の粒界、

および粒内の転移欠陥に分布し、太陽電池性能

が向上することを報告している[5]。 

一方で、我々は三段階法[6]CIGS 製膜時の第

三段階でシリコン（Si）を添加した CIGS薄膜

を光吸収層に用い、バッファフリー構造 CIGS

太陽電池の高性能化に成功している[7a-c]。こ

の手法により Si 添加した CIGS 薄膜では、Si

を添加していないCIGS薄膜と比較して膜中の

K濃度の増加（Naや Kはソーダライムガラス

基板から拡散）が見られることなどを確認して

いる[7a]。 

CIGS 太陽電池では、CIGS 表面（バッファ層

との界面）と CIGS膜中における事象を区別し

て論ずることが困難な場合が多い。しかし、こ

こではあえて表面と膜中（粒界界面の効果を含

む）を区別し、特に膜中のアルカリ金属効果に

ついて議論する。 

CIGS 太陽電池の電子線誘起電流（EBIC）像

では結晶粒界にしばしば強い信号強度が観察

される（図 1）。このような EBIC 像は PDT の

ほか、Si添加によっても顕著に見られ[7a]、膜

中の粒界が電子正孔対生成やキャリア輸送パ

スとして機能している可能性が示唆される。当

日はデバイス特性とも合わせて、界面と膜中の

再結合割合変化などについても議論する。 

 

 

 

 

図 1．RbF-PDT CIGS 太陽電池（バッファフリ

ー構造）の EBIC 像 
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